
三
月
定
例
会
で
は
、
平
成

十
六
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の

当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

施
政
方
針
で
は
、
十
六
年

度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、「
改
訂
基
本
計
画
の
推

進
」「
行
政
改
革
の
推
進
」

「
市
民
参
加
・
参
画
の
行
政

運
営
」「
事
務
事
業
再
評
価

の
実
施
」「
民
間
活
力
と
新

た
な
事
業
手
法
の
導
入
」
の

五
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
定

め
、
予
算
の
編
成
に
努
め
た

こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
十
六
年
度
は
新
平
塚
市

総
合
計
画
・
改
訂
基
本
計
画

第
三
次
実
施
計
画
の
初
年
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ

た
財
源
を
極
力
実
施
計
画
事

業
に
重
点
的
に
配
分
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
六
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
に
係
る
歳
入
で
は
、
市

税
は
個
人
市
民
税
や
固
定
資

産
税
が
十
五
年
度
に
比
べ
減

額
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
企

業
の
好
業
績
に
よ
り
法
人
市

民
税
の
増
額
が
予
測
さ
れ
、

全
体
で
は
増
収
と
な
る
見
込

み
で
す
。
国
庫
支
出
金
お
よ

び
県
支
出
金
は
、
社
会
保
障

費
に
係
る
負
担
金
等
が
増
額

と
な
り
ま
す
が
、
競
輪
事
業

平
成
十
六
年
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十

三
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
、
会
期
二
六
日
間
で
開

催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
常
勤
特
別
職
員
等
の
給
料
お
よ

び
議
員
の
報
酬
を
引
き
下
げ
る
「
平
塚
市
特
別
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
を
は
じ
め
、「
平
塚
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
や
、
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の
各
当
初
予
算
、
監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
人
事
案
件
な

ど
、
二
八
案
件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
報
告
を
除

く
二
七
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
の
会
議
案
で
は
、「
平
塚
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
や
「
Ｗ

Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
お
よ
び
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

に
関
す
る
意
見
書
」
の
会
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
前
年
度
比
７
・
２
％
増

八
一
四
億
円
余
を
計
上
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収
入
は
車
券
売
り
上
げ
の
減

少
に
伴
い
前
年
度
と
比
較
す

る
と
半
減
す
る
見
込
み
で

す
。
市
債
は
、
地
方
財
政
計

画
の
全
体
の
歳
出
抑
制
に
よ

り
臨
時
財
政
対
策
債
が
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化

対
策
に
係
る
民
生
費
、
校
舎

等
の
耐
震
補
強
に
係
る
教
育

費
が
十
五
年
度
に
比
べ
増
額

と
な
り
ま
す
。
土
木
費
は
馬

入
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
関
係
の

事
業
費
が
完
成
に
伴
い
減
と

な
り
ま
す
が
、
橋
り
ょ
う
の

架
け
替
え
や
市
営
住
宅
の
建

て
替
え
事
業
等
に
よ
り
微
増

と
な
り
ま
す
。
ま
た
平
塚
市

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園

ア
リ
ー
ナ
の
使
用
料
な
ど
決
ま
る

３月定例会 議案の審議結果……１面　

行財政全般 ………………………２面　

環境 ………………………………３面　

まちづくり ………………………４面　

まちづくり ………………………５面

経済 ………………………………６面

行政一般 …………………………７面

教育 ………………………………８面

紙 面 の 構 成 の
ご 案 内

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
内
に

建
設
中
の
多
目
的
ア
リ
ー
ナ

が
本
年
六
月
末
に
完
成
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
塚
市

都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
し
、
新
た
に
使
用
料
を
定

め
、
名
称
を
「
ひ
ら
つ
か
ア

リ
ー
ナ
」
と
し
ま
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
の
使
用
区
分
は
、

四
分
の
一
面
、
二
分
の
一
面
、

四
分
の
三
面
、
全
面
の
四
区

分
に
、
使
用
者
を
一
般
、
大

学
生
、
高
校
生
に
区
分
し
て

い
ま
す
。
料
金
は
、
使
用
区

分
に
応
じ
、
一
時
間
当
た
り

大
人
は
六
〇
〇
円
か
ら
二
四

〇
〇
円
、
大
学
生
は
五
〇
〇

円
か
ら
二
〇
〇
〇
円
、
高
校

生
は
四
〇
〇
円
か
ら
一
六
〇

〇
円
と
な
っ
て
お
り
、
中
学

生
以
下
は
無
料
、
ま
た
、
市

外
の
利
用
者
は
、
市
内
在
住

等
の
利
用
者
使
用
料
の
二
倍

の
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
付

属
施
設
の
多
目
的
ル
ー
ム
、

会
議
室
、
照
明
設
備
、
放
送

設
備
な
ど
も
一
時
間
単
位
で

料
金
を
定
め
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
、
本
条
例
の
改

正
を
全
会
一
致
に
よ
り
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
完
成

に
伴
い
衛
生
費
は
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
過
去

の
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換

え
に
伴
う
約
六
〇
億
円
の
予

算
措
置
が
必
要
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
予
算
規
模
は
大
幅

に
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
十
六
年
度
当

初
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会

計
八
一
四
億
八
〇
〇
〇
万

円
、
前
年
度
当
初
予
算
比

七
・
二
％
増
、
特
別
会
計
七

九
七
億
七
九
八
三
万
九
〇
〇

〇
円
、
同
二
・
七
％
増
、
病

院
事
業
会
計
一
一
〇
億
九
二

〇
〇
万
円
、
同
二
・
一
％
減
、

合
計
一
七
二
三
億
五
一
八
三

万
九
〇
〇
〇
円
、
同
四
・

五
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
選
任
に
同
意

今
定
例
会
最
終
日
に
は
、

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

で
任
期
満
了
の
監
査
委
員
相

原
光
治
氏
の
後
任
と
し
て
、

新
た
に
守
屋
和
徳
氏
（
市
内

西
八
幡
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
を
求
め
る
追
加
議
案

が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。議

会
で
は
、
同
氏
を
適
任

者
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
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